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資料編 

１  団体ヒ アリ ングの結果と り まと め 

（ １ ） 対象団体 

団体名 

NPOこ ども サポート ・ みんなのおう ち NPO法人ク ラ ブおおづ 

大津町スポーツ推進委員会 大津町区長会 

NPO法人あぽり  大津町食生活改善推進員協議会 

菊池食品衛生協会大津支会 大津町民生委員児童委員協議会 

菊池郡市歯科医師会 大津町老人ク ラ ブ連合会 

 

（ ２ ） 結果の概要 

【 大津町の各種団体・ 機関が実施し ている健康づく り に関する各分野の取り 組み・ 課題】  

分野 取り 組み 課題 

健診 

疾病対策 

・ 健康推進運動教室の開催 

・ 体成分測定会の実施 

・ 競技ス ポーツ の栄養相談には対応で き

る が、 管理栄養士を 雇用し て いな いの

で、疾患対策の栄養指導に関し ては町の

声を 反映でき ない 

栄養 

食生活 

・ 料理教室の開催（ 男性向け、 働き 世代向

け、 郷土料理）  

・ 正し い食生活の指導 

・ 栄養士会と 協力し 、 食事や栄養の指導 

・ 食事を 自分で 作る と いう 意識が薄れて

き ている  

・ 高齢者への食生活の啓発が必要 

・ 食生活の見直し を 支援する 環境が必要 

身体活動 

運動 

・ 生活習慣病予防運動教室の開催 

・ 健康推進運動教室の開催 

・ 体成分測定会の実施 

・ 正し い運動習慣を 身につける ための助

言 

・ 気軽に運動でき る 場所が少ない 

・ 活動拠点まで足を 運べない方（ 高齢者、

障がいを お持ち の方）へのアプロ ーチを

かけづら い 

・ 運動施設に通う 際の付加価値が他の町

と 比べる と 乏し い 

・ 高齢者にな る につれて 運動習慣がある

人が少ない 

・ 運動施設への移動手段の確保が難し い 
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分野 取り 組み 課題 

こ こ ろ の健康 
・ 運動を 通し た心の健康の維持活動 

・ 電話や直接の相談の受け付け 
― 

高齢者の 

健康 

・ 健康推進運動教室の開催 

・ 通いの場運動教室の開催 

・ ミ ニデイ サービ スでの栄養教室の開催 

・ 口腔フ レ イ ルの対応 

・ 高齢者は運動教室のよ う にグループ で

定期的に行わないと 、運動が習慣化でき

ない方が多い 

・ 町内に以前から 在住さ れて いる 方への

サポート の充実 

・ 集まり の参加者が固定さ れている  

・ 広報の充実が必要 

歯・ 口腔の 

健康 

・ 歯磨き の習慣づけの指導 

・ 子育て中の親への指導 

・ １ 歳半、 ３ 歳児健診への協力 

・ 各種健診の実施（ 保育園、 幼稚園、 小中

高の定期健診、妊婦健診、後期高齢者健

診、 歯周病健診、 企業健診）  

・ 健診の受診率の向上 

・ 指導し たこ と な ど の実施状況が把握で

き ない 

飲酒・ 喫煙 ・ 歯周病と 喫煙に関する 啓発 
・ 自己責任によ る 嗜好品の点から 周知徹

底さ せる こ と が難し い 

健康経営 

・ 企業向け体成分測定会の実施 

・ 企業健診への参加 

・ 歯科特殊健診 

・ 企業健診のツ ールの企画 

・ 産業歯科医研修 

・ 新し い企業が町に参入する にあたり 、大

津町在住の方の割合が少なく 、企業に健

康づく り に対し て 呼びかけた後のフ ォ

ロ ーアッ プが取り づら い 

・ 企業から の一方通行的な 依頼が多いた

め、 団体から 企業への啓発も 必要 

 

 

【 他団体や地区組織や行政と 連携し 取り 組みたいこ と 】  

・ 老人会等と 連携し 、 高齢者に対し てニュ ースポーツ等の普及を行う こ と で、 運動機能の向上を図る。  

・ 福祉まつり や共同募金を 社会福祉協議会と 協働する。  

・ 医師会と 周術期の口腔ケアなどの医療連携を図る。  

・ 行政と 福祉の取り 組み分野や青少年育成分野で連携する。  

・ 行政と 連携し 、 運動公園を使用し た大規模イ ベント を 実施する。  

・ 行政と 連携し 、 歯科保健連絡協議会を開催する。  
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２  第三次計画から の変更点 

 

●住民アンケート や団体ヒ アリ ングを実施し まし た 

・ 住民や地域の団体の皆様にアンケート を実施し 、 集計結果やご意見を計画に反映し まし た。  

 

●SDGs の視点を取り 入れまし た 

・ SDGｓ は平成 27（ 2015） 年９ 月の国連サミ ッ ト で採択さ れた、「 誰一人取り 残さ ない」 持続可能でより

良い社会の実現を 目指す世界共通の目標です。 第４ 次計画ではそれぞれの目標の視点を 取り 入れた計

画を策定し ており 、 SDGｓ の推進を 行っ ていき ます。  

 

●第６ 次大津町振興総合計画後期基本計画を踏まえた計画を策定し まし た 

・ 第６ 次大津町振興総合計画後期基本計画に記載さ れた現状や課題を 踏まえ、 施策の方針に沿っ た数値

目標や取り 組みを 健康づく り 推進計画に盛り 込みまし た。  

 

●現行の取り 組みを計画に反映し まし た 

・ 第４ 次健康づく り 推進計画には現在実施し ている体成分測定会などを 盛り 込んでおり 、 今後も 住民の

皆様の健康づく り に効果的な事業を 実施・ 継続し ていき ます。  
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３  大津町健康づく り 推進計画策定委員会設置要項 

○大津町健康づく り 推進計画策定委員会設置要項 

平成20年１ 月４ 日 

要項第27号 

（ 設置）  

第１ 条 住民の健康づく り 推進のため、 大津町健康づく り 推進計画策定委員会（ 以下「 策定委員会」 と い

う 。 ） を 設置する。  

（ 任務）  

第２ 条 策定委員会は、 次に掲げる事項について調査・ 検討を 行い、 意見を述べる。  

( １ )  大津町健康づく り 推進計画策定に関するこ と 。  

( ２ )  前号に掲げる計画の進行管理に関するこ と 。  

（ 組織）  

第３ 条 委員は、 次の各号に掲げる者のう ちから 町長が委嘱する。  

( １ )  学識経験者 

( ２ )  地域住民代表者 

( ３ )  その他町長が必要と 認めた者 

２  委員の任期は、 ２ 年と し 、 欠員が生じ た場合の任期は、 前任者の残任期間と する。  

（ 委員長等）  

第４ 条 策定委員会に、 委員長及び副委員長を置く 。  

２  委員長及び副委員長は、 委員の互選により 選出する。  

３  委員長は、 委員会を招集し 、 会議の議長と なる。  

４  副委員長は、 委員長を 補佐し 、 委員長に事故ある時はその職務を代理する。  

（ 関係者の出席）  

第５ 条 委員長は、 必要に応じ て関係者の出席を 要請し 、 意見を求めるこ と ができ る。  

（ 庶務）  

第６ 条 策定委員会の庶務は、 健康保険課で処理する。  

（ 委任）  

第７ 条 こ の要項に定めるも ののほか、 策定委員会の運営に関し 必要な事項は、 委員長が別に定める。  

 

附 則 

こ の要項は、 公布の日から 施行する。  

附 則（ 平成26年３ 月25日要綱第７ 号）  

１  こ の要綱は、 平成 26 年４ 月１ 日から 施行する。  
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４  大津町健康づく り 推進計画策定委員会委員名簿 

大津町健康づく り 推進委員会策定委員会委員名簿 

 

（ 順不同・ 敬称略）  

団体名 氏 名  

大津町区長会 甲斐 徹也 委員長 

大津町食生活改善推進員協議会 西 スエ子  

菊池食品衛生協会大津支会 本田 敏次  

大津町商工会 山室 美紀  

在宅栄養士 三池 裕子  

菊池地域農業協同組合大津中央支所 錦野 淳子  

大津町民生委員児童委員協議会 益田 知郎  

大津町スポーツ推進委員会 中野 順子  

NPO法人 ク ラ ブおおづ 樋口 秀一郎  
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５  大津町健康づく り 推進計画策定経過 

 

年月 内容 

令和５ （ 2023） 年 

７ 月 10 日～ 

８ 月 10 日 

町民アンケート 調査の実施 

令和５ （ 2023） 年 

８ 月７ 日～ 

８ 月 25 日 

団体ヒ アリ ング調査の実施 

令和５ （ 2023） 年 

９ 月 29 日 

【 令和５ 年度第１ 回大津町健康づく り 推進計画策定委員会】  

・「 大津町健康づく り 推進計画（ 第三次）」 の進捗状況の報告 

・ 町民アンケート 調査の結果報告 

・「 大津町健康づく り 推進計画（ 第４ 次）」 骨子案について 

令和５ （ 2023） 年 

12 月 18 日 

【 令和５ 年度第２ 回大津町健康づく り 推進計画策定委員会】  

・「 大津町健康づく り 推進計画（ 第４ 次）」 素案について 

・「 大津町健康づく り 推進計画（ 第４ 次）」 数値目標について 

令和６ （ 2023） 年 

１ 月 25 日～ 

２ 月 26 日 

パブリ ッ ク コ メ ント の実施 

令和６ （ 2023） 年 

２ 月 28 日 

【 令和５ 年度第３ 回大津町健康づく り 推進計画策定委員会】  

・ パブリ ッ ク コ メ ント の結果について 

・「 大津町健康づく り 推進計画（ 第４ 次）」 素案について 
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６  用語説明 

 

あ行 

●悪性新生物 

悪性の腫瘍のこ と 。 細胞が何ら かの原因で変異し て増殖を 続け、 周囲の正常な組織を 破壊する 腫瘍で、 がん

や肉腫等が該当する 。  

 

●う 歯 ※再掲 

う 蝕状態にある 歯のこ と 。  

 

●う 蝕 ※再掲 

むし 歯のこ と 。 歯の硬組織の表面が細菌の酸産生によ り 崩壊さ れ、 エナメ ル質やセメ ン ト 質から 象牙質へ

と 進行し 、 実質欠損を 形成する 代表的な歯の疾患。  

 

か行 

●共食 

家族と 仲間、 地域の人等と 食を 共にする こ と 。「 一緒に食べる 」 と いう 行動だけでなく 、 一緒に食事の準備

を し たり 、 食後に感想を 話し たり する こ と 等も 含まれる 。  

 

●ゲート キーパー 

悩んでいる 人（ 自殺の危険を 示すサイ ン ） に気づき 、 声を かけ、 話を 聴いて必要な相談窓口につなげ、 見守

る 人のこ と 。  

 

●健康格差 

地域や社会経済状況の違いによ る 集団間の健康状態の差のこ と 。  

 

●健康寿命 

健康状態で生活する こ と が期待でき る 平均期間またはその呼称。 「 健康日本 21 （ 第二次）」 では、 健康上の問

題で日常生活が制限さ れる こ と なく 生活でき る 期間と 定めら れている 。  

 

●合計特殊出生率 

15 歳から 49 歳までの女性の年齢別出生率を 合計し たも ので、 1 人の女性が仮にその年次の年齢別出生率で

一生の間に生むと し たと き の子ども の数に相当する 。  

 

さ 行 

●脂質異常 ※再掲 

血液中の脂質の値が基準値から 外れた状態。  



資料編 

 

80 

●歯周病 

歯肉、 歯槽骨、 歯根膜およ びセメ ン ト 質等の歯周組織に起こ る 病気の総称で、 歯周疾患と も 呼ばれており 、

歯肉炎と 歯周炎に大別さ れる 。  

 

●社会福祉協議会 

民間の社会福祉活動を 推進する こ と を 目的と し た営利を 目的と し ない民間組織。地域が抱える さ まざまな福

祉課題の解決を 目的と し て活動を 行っ ている 。  

 

●受動喫煙 

たばこ の煙には、 本人が吸う 「 主流煙」 と 、 たばこ の先から 立ち のぼる「 副流煙」 と がある 。 煙には多く の

有害物質が含まれている が、 その量は主流煙よ り も 副流煙のほう に、 数倍から 数十倍も 多いこ と がわかっ てい

る 。 こ の副流煙を 、 自分の意思と は無関係に吸い込んでし まう こ と を 「 受動喫煙」 と 呼ぶ。  

 

●食育 ※再掲 

さ まざまな経験を 通じ て、 食に関する 知識と 食を 選択する 力を 習得し 、 健全な食生活を 実践する こ と ができ

る 人間を 育てる こ と 。  

 

●心疾患 

心臓の冠動脈が動脈硬化等の原因で狭く なっ たり 、閉塞し たり し て心筋に血液が行かなく なる こ と で起こ る

疾患の総称。  

 

●生活習慣病 

食事や運動、 休養、 喫煙、 飲酒などの生活習慣が深く 関与し 、 それら が発症の要因と なる 疾患の総称。 がん

や心臓病、 脳卒中は、 生活習慣病に含まれる 。  

 

●セーフ ティ ネッ ト  

あら かじ め予想さ れる 危険や損害の発生に備えて、被害の回避や最小限化を 図る 目的で準備さ れる 制度やし

く み。  

 

た行 

●特定健診 ※再掲 

特定健康診査の略称。 循環器疾患や糖尿病等の生活習慣病予防の目的で、 メ タ ボリ ッ ク シン ド ロ ームの状態

を 早期に発見する ため、 各医療保険者に義務付けら れた健康診査のこ と 。 40 歳以上 74 歳以下の被保険者およ

びその被扶養者が対象。  

 

●特定保健指導 ※再掲 

特定健診の結果によ り 、生活習慣病のリ スク が一定程度高いと 判断さ れた者に対し て行われる 保健指導のこ

と 。 保健指導に関する 専門的知識及び技術を 有する 医師、 保健師、 管理栄養士によ り 行われる 。  
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な行 

●乳幼児突然死症候群（ SI DS）  ※再掲 

何の予兆や既往歴も ない赤ち ゃ んが睡眠中に突然死に至る 病気のこ と 。  

 

●年齢調整死亡率 

年齢構成の異なる 地域間で死亡状況の比較ができ る よ う に年齢構成を 調整し た死亡率のこ と 。  

 

●脳血管疾患 

脳の血管のト ラ ブルによ り 、 脳細胞が破壊さ れる 疾患の総称。  

 

は行 

●標準化死亡比（ SMR）  

人口（ 年齢） 構成の違いを 除去し て死亡率を 比較する ための指標。 年齢調整死亡率の算出に必要な年齢階級

別死亡率が得ら れない場合や、人口規模の小さ い集団で年齢階級別死亡率の偶然変動が大き い場合の年齢調整

の手法と し て用いら れる 。  

 

●フ ード ロス 

売れ残り や食べ残し 、 期限切れ食品など、 本来は食べる こ と ができ たはずの食品が廃棄さ れる こ と 。  

 

●フ レイ ル ※再掲 

加齢によ り 心身が老い衰えた状態。  

 

●平均寿命 

０ 歳における 平均余命のこ と 。  

 

●平均自立期間 

日常生活が要介護でなく 、 自立し て暮ら せる 生存期間の平均のこ と 。  

 

ま行 

●メ タ ボリ ッ ク シンド ローム ※再掲 

内臓肥満に高血圧・ 高血糖・ 脂質代謝異常が組み合わさ る こ と によ り 、 心臓病や脳卒中などになり やすい病

態を 指す。 単に腹囲が大き いだけでは、 メ タ ボリ ッ ク シン ド ロ ームにはあてはまら ない。  

 

ら 行 

●ロコ モティ ブシンド ローム ※再掲 

運動器の障がいによ り 寝たき り や介護が必要になっ たり 、 その危険性が高い状態のこ と 。  
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英字 

●BMI  ※再掲 

Body Mass I ndex（ ボディ ・ マス・ イ ン デッ ク ス） の略称である 。 肥満度を 表す指標と し て、 肥満や低体重

（ 痩せ） の判定に用いら れる 。《 算出方法》 BMI ( kg/m² ) ＝体重( kg) ÷（ 身長( m) ×身長( m) ）  

 

●COPD（ 慢性閉塞性肺疾患）  ※再掲 

たばこ の煙などの有害物質を 習慣的に吸い込むこ と によ り 、 肺に持続的な炎症が生じ る 病気のこ と 。  

 

●HbA1c ※再掲 

赤血球中のヘモグロ ビ ン と いう 色素のう ち どれく ら いの割合が糖と 結合し ている かを 示す検査値のこ と 。ふ

だんの血糖値が高い人は HbA1c 値が高く なり 、 ふだんの血糖値が低い人は HbA1c 値も 低く なる 。  

 

●i -check ※再掲 

「 自己肯定感」 や「 ソ ーシャ ルスキル」 などのさ まざまな視点で、 子ども の個性や背景、 今の心の状態を 把

握する ための調査。  

 

●LDL コ レステロール 

悪玉コ レ ステロ ールのこ と 。 必要以上に多く なる と 、 血管壁にコ レ ステロ ール等がたまり 、 血管壁が厚く な

る こ と で動脈硬化の原因と なる 。  

 

●NGSP値 ※再掲 

HbA1c 値を 表す国際標準値のこ と 。  

 

●SC（ スク ールカ ウンセラ ー）  

「 心の専門家」 と し て、 児童・ 生徒に対する 相談のほか、 保護者及び教職員に対する 相談、 教職員等への研

修、 事件・ 事故等の緊急対応における 被害児童・ 生徒の心のケアなどの業務に携わる 、 児童・ 生徒の臨床心理

に関し て高度に専門的な知識・ 経験を 有する 者のこ と 。  

 

●SSW（ スク ールソ ーシャ ルワーカ ー）  

福祉の専門性を 持ち 、 児童・ 生徒の最善の利益を 保障する ために、 学校などにおいてソ ーシャ ルワーク を お

こ なう 専門職のこ と 。 不登校やいじ め、 暴力行為や児童虐待、 友人関係や非行・ 不良行為、 教職員などと の関

係や心身の健康に関する 問題など、 幅広い問題についての支援を 行う 。  

 

数字 

●8020（ ハチマル・ ニイ マル） 運動 

厚生省（ 当時） と 日本歯科医師会が平成元（ 1989） 年よ り 推進し ている 「 80 歳になっ ても 20 本以上自分の

歯を 保と う 」 と いう 活動。



．  
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